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教育実習における附属学校園養護教諭の取組　―学校保健活動を遂行する教員を養成するために―

イバシー保護のために配付できない資料を提示する
ためスライドを用いて行った。
まず，「教職員のいろは」（資料 1）を説明し，関連
する学校保健活動の目的や法的根拠を説明した。子
どもと適切に関わることができるようにするため本
校の子どもの実態を示した。学校保健活動の実態や
意義をつかめるよう定期健康診断の実際の場面の写
真を示し「担任はここで何をしているのか」を考え
させた。また，子どもの保健室の利用状況やけがの
発生状況を示し，10～ 11月にけがが多いこと，休憩
時間等担任の目が届かない時間帯にけがが多発する
こと等を伝えた。次に，子どもによくある「擦り傷」
「鼻血」の処置の方法を説明した。そして，実習中の
授業を計画する際，色の見え方に特性のある子ども
がいることを前提に色覚に配慮した板書計画を立て
るよう説明した。そして，嘔吐物の処理，アナフィ
ラキシーの対応等にも触れた。
日常生活の中で子どもに指導できる（実習生自身

にも取り組んでほしい）内容として，手洗いうがい，
早寝早起き，朝食を食べること等を紹介した。
そして，実習中の注意事項と本校での特別支援教
育の取組について説明した。
講義の事前事後にアンケートを実施した。

（３）実習生の反応
３年次実習生のアンケート結果をまとめた。回収
率は 94.9%（79名中 75名）であった。
事後アンケートにおいて講義の時間は必要か否か
について，必要と回答した者（以下 A群と記す）は
58人 77.3%，必要と回答しなかった者（以下 B群と
記す）は 17人 22.7%であった。
①学級担任の行う学校保健活動で大切なもの
「学級担任の行う学校保健活動で大切なものは何
か」の記述回答について 2群で比較した。図 1に示

図 1　大切なもの（事前）

した通り，講義を行う前は，保健管理に関する事項で，
A群約 60%程度，B群 50%程度の者が「健康観察」

を大切と記述している。しかし，健康課題への配慮
や救急処置・救急体制等に対する意識は A群，B群
ともに数 %と低いことがうかがえる。また，表 3に
示したように保健指導に関して，A群では「手洗い・

表 3　学級担任の行う学校保健活動で 　　
　　　　  大切なものは何だと思いますか。（事前）

A群 B群

保健
管理

健康観察

朝の健康観察 11 3
日常的な健康状態の把握・
健康観察 22 4

観察から変化への対応 3 2
教育的な健康観察の実施 1

健康課題
への配慮

視力・聴力等への配慮 1
1アレルギーへの配慮 1

メンタル 1
救急処置・救急体制 2 1

保健
教育 保健指導

手洗い・うがい・清潔 7 3
病気の予防 1
命・生命尊重 1
食 1
熱中症 1
生活習慣 2
その他（具体的な指導内容なし） 2 1

安全 安全管理
安全な環境づくり 5
安全に配慮した子どもへの
関わり 4

安全指導 けがの予防 6 4

うがい・清潔」ほかにも「熱中症予防」や「病気の予防」，
「生命尊重」，「食」等多岐に渡って記述していた。一
方 B群では「手洗い・うがい・清潔」や「生活習慣」
のみであった。また，安全に関しては，A群では「け
がの予防」の指導のほかに安全な環境づくり等安全管
理に関する記述がみられた。一方 B群では安全管理
に関する記述は無く，けがの予防等の指導のみであっ
た。A群では管理面指導面共に重要と考えているが，
B群では，指導面を重要とする記述が多かった。講義
後の回答では，A群 B群共に講義前と比べてアンケー
トの記述文字数が著明に増えた。学校保健活動の具体
的な方法や大切と考える根拠等を記述している。「ど
のような場面においても子どもの健康を観察し，安
全であるか，体調を崩していないかを確認すること」，
「子ども・生徒の体を守る立場であるため」，「毎日の
子どもたち一人一人の心身状態の把握と，見落とさ
ない・見逃さないこと」，「学級担任だからこそわか
ることがあるから」のように子どもの身近にいる【学
級担任としての自覚】をした者，「子どもの健康状態
を常に把握しておくこと。また，それらを考慮して
授業を行っていくこと」，「適切な判断を瞬時に行う
こと」等【自らに求められる判断を意識】している者，
「子どもたちをよく見る。配慮された活動。子どもの
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とは知らなかったので，知ることが出来てよかった」
等の記述が多く，「吐物の処理の仕方を具体的に知る
ことが出来たので，実際目の前で起きたときにも実
践できそう」という記述もあり，これらの内容は実
習生には新しい知識であった。また「子どもと接す
る前に気をつけなければならないことは何か再確認
することが出来た」との記述もあった。
③講義後の学校保健に対する考え
講義後に「学校保健に対する考えは変わったか」の
問いに「はい」と回答した者（以下 C群と記す）は
75人中 54人（72.0%），「いいえ」「どちらとも言え
ない」無回答の者（以下 D群と記す）は 19名（28.0%）
であった。C群では「担任にできることは想像以上に
多く，学校保健活動における担任の重要性を感じた」，
「子どもの健康実態を把握し，授業に活かしていると
いうことは知らなかった」，「保健のことは保健室（ま
たは養護教諭）の仕事というイメージがあったが，担
任や全職員がやるべきことだと認識が変わった」，「担
任が率先して子どもたちの健康を見守る必要がある」
等の記述があった。D群では「あらかじめ理解して
いた」，「イメージ通り」，「教師として当然のこと」，「必
要なものだとわかってはいたが，詳しく知ることが
出来たのはよかった」と記述している。

（４）指導者の振り返り
アンケートの結果から，講義は概ね有効だったと
考える。また実習生はけがや病気に対する具体的な
対処方法や法律等新たな情報を得たいと思っている
こともわかった。今回，45分の講義のみで終わるの
ではなく，事後にアンケートを行ったことで実習生
自身が振り返り，言語化することで意識を変えるこ
とができた。学校保健に対する考えが変わったとい
う C群だけでなく，考えが変わったと自己認識して
いない D群においても認識を深めることができたと
考える。さらに学校保健に対する意識を定着させる
ための取組は今後の検討課題である。
一方で，講義の時間は不要と回答した実習生がお

り「せっかくの実習中で子どもと触れ合う時間を削
るのではなく，前もって大学の講義等で受けていれ
ばよかった」と記述する者もいた。
今回，45分間にスライド 45枚を提示しながら話を

進めたが，実習生の回答にあったように情報量が多
すぎることは否めない。しかし，教師として子ども
たちの健康や安全が守れるよう，学校保健活動の基
礎的な内容で教育実習に必要と思われる最低限の情

ことを（学校）全体で把握する」というように【教
育活動の中での配慮】まで考えられるようになった
者がいた。講義前には「健康観察」を子どもの健康

状態を把握するのみととらえていた者が表 4に示し
たように講義後には早期対応や結果の活用，情報共
有等についても意識できるようになっていた。
②講義内容について
図 2に示した通り，「わかりやすかった」と回答し

た者は 46.7%，「わかりにくかった」と回答した者は
2.7%，無回答は 50.6%であった。「わかりやすかった」
理由は，「実際の指導場面で気をつけるべきことを知
ることが出来た」，「けがの具体的な処置が知れた」，
「健康というのは身体のこともあれば，心のこともあ
るということを意識することができた」等である。反
対にわかりにくかった理由は「内容が深く多い割に
スライドで終わったのでもう少しくわしく聞きた
かった」，「処置の仕方の説明がわかりにくかった」で
あった。また，「アナフィラキシーやアレルギーのこ

図 2　講義の内容は

表 4　学級担任の行う学校保健活動で 　　
　　　　  大切なものは何だと思いますか。（事後）

A群 B群

保健
管理

健康観察

朝の健康観察 1 1
日常的な健康状態の把握 10 1
いつでも，どこでも 9 2
早期発見・早期対応 5
子どもの身近にいる担任と
しての自覚 7 2

結果の活用 3
情報共有 4
メンタル，悩み 1

健康診断 実態把握 2

子どもの
健康情報

情報共有 3
把握と共有 1 1
保護者 1

健康課題
への配慮

アレルギー 4 1
色覚 2
全般 1
体調管理 1

救急処置・緊急時対応 7 1
保健
教育

予防 1 1
確かな知識 2 1

安全 安全管理 安全な環境作り 4 2
正しい知識 3

安全教育 安全指導 1 1
その他 自己管理 2
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報である。そのため実習初期にこの講義を設定して
いるが，附属学校園での実習を「大学教育で学んだ
理論を実際の教育現場で実践する」機会とするため
には，学校保健に関する講義は大学において実施す
ることが望ましいと考える。 

３　中学校
（１）指導目標と設定の理由
学校においては，生徒の事故や傷病に対して，教

職員の誰もが対応できるよう緊急時の体制を整えて
いる。実習生であっても一人の教職員として学校で
の事故発生時の動きを確認しておく必要があり，①
実習生自身の動き，②学級担任として管理職や養護
教諭，外部機関との連携を理解することを目標に指
導を行った。

（２）指導内容及び方法（指導上の留意点）
講義 30分，演習を 20分で構成した。
まず実習生の学校保健に関する認識を指導者がつ
かむために「保健室のイメージ」について実習生同
士で意見交換させた。そのあと，学校保健の概要に
ついて説明した。
次に，学校での事故発生時の動きを考えさせるた

めに「子どもの手にガラスの破片が刺さった」とい
う状況を想定して役割演技を行った。実習生 8名に，
怪我をした子ども・友人・担任・養護教諭・管理職・
保護者等の役割を演じさせ，その他の実習生は，各
役割の動きを見て，円滑な動きができている点・演
者が困っている点に着目して観察させた。
役割演技を振り返りながら，緊急時の対応として①
傷病の把握，②的確な判断と処置，③連絡，④事後
指導，⑤救急体制の整備についての説明を行い，緊
急時には養護教諭だけでなく，現場に遭遇した教員
にも判断が求められることを説明した。
最後に「教職員のいろは」（資料 1）を提示し，学
校保健は養護教諭だけでなく教職員全員が学校全体
で取り組むべきものであることを強調した。　
講義終了後に実習生に感想を記述させた。

（３）学生の反応
役割を演じた者は，報告・連絡・相談の方法に戸

惑い，演技が中断する場面もあった。振り返りの中で，
演者は「緊急時にはとりあえず動かなければいけな
い」ことがわかったが，「何をしたらよいのかわから
ない」ことに気付いた。また「もっと子どもに寄り添っ

た声かけができれば良かった」等，生徒の心情に配
慮した対応を反省する声もあった。
授業後の感想から，演者，観察者ともに，緊急時

の対応や役割演技の内容に関して，「学校内で何か起
こったとき，養護教諭じゃなくても正しい判断と行動
が求められるのだと思った」等，緊急時の対応に実
習生自身が直面する可能性に気付いていた。さらに，
「緊急時の想定をすることは大切だと感じた」，「緊急
時は焦ると思うので，普段からの心がけや準備，意
識，（処置等に関する）知識が大切だなと痛感しまし
た」等，自分自身が対応していくことへの意識や，「緊
急時の人手の多さの大切さを知った」，「チームワー
クの大切さを学んだ」等，救急体制や組織としての
動きを意識していた。
一方で，実習生自身が危機的状況に直面したとき，
冷静に対応できるのかという不安な想いを抱いた実
習生もあった。

（４）指導者の振り返り
実習生の感想から，講義・演習に対して肯定的に

関心を持って取り組んでいたと思われる。講義だけ
でなく，演習を取り入れたことで，実習生は教員の
立場で緊急事態に遭遇した際，具体的な動きを理解
していなければ，動けないことを実感し，緊急時の
救急体制を理解して，自らが動くための具体的な方
法を考えるきっかけになったと考える。
今回の役割演技では，最低限の設定を伝えるのみ
で，実習生たちに自由に演じさせた。その結果，実習
生に対し，緊急時に抑えるべきポイント等を理解さ
せるための演習ではなく，「動こうと思っても動けな
い」という課題を実感させるものとなった。役割演
技等を用いた演習は，実際の緊急時を想定させ，起
こりうる問題を考えて動く仮想体験をさせることが
できる。しかしながら，自由度が高く，さまざまな
場面展開が予想される。最終的に理解させたい内容
（今回の指導では，緊急時の動きを理解すること）に
到達するためには，役割を演じるよりは，むしろ決
められた動きに基づいて模擬するシミュレーション
を取り入れる等を今後は検討したい。

４　特別支援学校
（１）指導目標と設定の理由
子どもの障害特性や基礎疾患を理解したうえで，健
康・安全に配慮しながら教育活動を展開できるよう
になることや，子どもの健康上必要な情報の共有を
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意識できるようになることを目標にしている。
（２）指導内容及び方法（指導上の留意点）
特別支援学校教諭一種免許状を取得する全ての実
習生に対し，以下の①～③を中心に講義を行ってい
る。視覚支援の様子や環境の工夫等をわかりやすく
説明するために，パワーポイントで写真を提示した。
具体的には，健康診断時の実際の視覚支援の様子や，
使用している道具や環境の工夫等である。
①保健管理
知的障害のある人は体調を伝えることが難しい場
合が多く，体調の変化に気付きにくい 5） 。教職員は，
子どもの体調変化にいち早く気づき，対応できるよう
に，登校時から健康観察を注意深く行っている。観
察のポイントは，いつもと様子が異なるときは体調
不良を疑うことである。
また，身体の特性として抵抗力が低下しやすい子
どもがいること，教育実習中にも排泄指導や摂食指
導等身体接触の機会が多いこと，また小学部の子ど
もはスクールバスで集団登校していることから，感
染症への配慮が重要である。
上記の内容とともに，実習生自身の健康管理の説
明をするため『教職員のいろは』（資料 1）を提示した。
②保健教育
特別支援学校では，保健教育が自立と社会参加に
必要な基本的生活習慣を身に付けるための学習とし
て重要な役割を果たしている。　
また，変化に弱い子どもの中には，急な発毛や体の
変化にとまどって混乱してしまう子もいるため，変
化が起こる前から思春期の心と体の変化（二次性徴）
について学習することも大切である。
当然，健康診断も全て学習の場であり，目的には「抵
抗なく医療機関へ受診できる子どもに育てること」も
含まれる。見通しが持ちにくく不安が強い子どもの
ための視覚支援や，個の特性に合わせて支援を工夫
して，学校医や保護者とも連携して取り組んでいる。
③安全教育・安全管理
子どもが安全に学習するためには，危険を予測・

回避することや，必要な時に助けを求める力が必要
である。
教師は休み時間であっても遊具の使い方や，子ど

もが安全に遊べる環境であるかを常に意識して一緒
に活動することが必要である。

（３）学生の反応
講義の感想を聞いたところ，「『教職員のいろは』の，

いつでもどこでも健康観察は，その通りだと思いま
した」という声があった。また，ろ）の，廊下でも，
クラスでも，何かと共有の話をしている時には，実
習生のうなずきが多く見られた。『教職員のいろは』
のスライドを出した途端に，メモをとりだす実習生
もみられた。
４年次生（副免許），特別支援教育専攻科実習生に
実習事後アンケートを行った。講義の必要性につい
ては，「必要」と回答した者が 80%，「あったほうが
よい」と回答した者が 20%であった。
講義の内容については図 3に示した通り，「わかり
やすかった」と回答した者は，73.3%であった。また，
「初めて聞くことが多かった」と回答した者が，
46.7%だったが，『初めて聞くこと』の内容については，
今回のアンケートだけでは分からなかった。

さらに，自由記述は，①特別支援学校における【保
健活動の特性】，【学級担任としての保健活動に対す
る自覚】【養護教諭との連携】の３つのカテゴリーに
分けることができた。
【特別支援学校における保健活動の特性】では，「特
別支援学校における健康管理の大切さがわかった」，
「特別支援学校ならではの話が多く，指導に生かして
いきたいと思った」という意見があり，『特別支援学
校ならでは』というキーワードが抽出されたが，実
習生が『特別支援学校ならでは』と考える具体的内
容についての記述は得られなかった。
【学級担任としての保健活動に対する自覚】では，
「担当の生徒について，保健の目線で話を聞くことが
できてよかった」という意見がみられた。このことは，
保健室から見える子どもの実態として，予定の変更
が苦手な子どもの中には，保健室に行くと早退しな
ければいけないと思い，体調が悪くても保健室に行
くことを嫌がる子どもがいる等具体的な子どもの実
態を話したことで，実習生が子どもを多面的に見る
ようとする意識につながったと考える。
【養護教諭との連携】では，「養護教諭と教師がどの
ようにして情報交換を行っているかがわかった」「養
護教諭と連携していく必要性を十分に感じた」とい

図 3　講義の内容について
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う意見があった。担任とやりとりをした具体的な場
面を提供することで，養護教諭との連携の必要性を
感じられたと考えられる。

（４）指導者の振り返り
今年度から，パワーポイントを使用して講義を行っ
たことで，健康診断の場面の写真を提示することが
できた。子どもが健康診断を受けている様子を見る
ことで，実習中に体験することができない実習生も，
雰囲気をつかむことができるのではないか。
４年次生（副免許）は，主免許取得のための教育実
習時に，各附属学校園の養護教諭から学校保健につ
いての講義を受けている。すでに学びの経験がある
ため，講義時間を 30分に設定しているが，特別支援
学校で実習するにあたって最低限わかっておくべき
ことを伝えるためには，時間が短い。今後は，これ
までの学びをふまえた上で，講話内容の精選や，時
間の設定の改善をする必要もあると思う。
特別支援教育コース 2年次生・特別支援教育専攻
科生は，講義時間が 50分であり，質疑応答の時間が
確保できた。質問の内容は，服薬管理や保健指導の
方法や教材について等であった。学生は，具体的な
支援方法を求めていた。すなわち，学生が養護教諭
に何を聞きたいかを事前に調査することで，学生の
学校保健に対する認識や知識の実態がわかる。今後
は，学生の実態やニーズを把握し講義の内容を検討
していきたい。
講義時の様子や講義後の感想から，今回作成した

『教職員のいろは』への反応はよかったと思う。また，
日常の観察から教職員同士の会話を「情報共有する
場面」と実感することができていたため，うなずき
がでたのではないかと思う。このように学校保健に
関する教員として必要な事項を印象的で覚えやすい
方法で伝えることは有効と考える。
そして『教職員のいろは』は，子どもと関わり教育
活動を行う上で，必要な内容である。実習初日から
実践できるようにするために実習前に理解しておく
ことが望まれる。そのためには，大学と連携し，実
習前に学習機会を設定できたらよいと考える。

Ⅳ　実習生に期待すること～教職員のいろは～
養護教諭から見た，教職員として活動するために大
切だと考えられる内容を『教職員のいろは』にまと
めた。これらの事項は，実習生に期待することであ
ると同時に，全ての教職員に共通の事項である。今

回の取組で，各学校園共通の指導内容として取り扱っ
た『教職員のいろは』は，今後の指導内容を検討し
ていく上で，活用していきたい。
い）いつでもどこでも健康観察
教職員が行う日々の健康観察の果たす役割は大き
い。健康観察は，教育活動を円滑に進めるために行
われる重要な活動である 6）。実際に，１日の学校生活
の中で，子どもと関わる機会が多いのは，養護教諭
よりも学級担任であり，子どもの変化に早期に気づ
きやすい立場にある。将来学級担任となる実習生は，
健康観察時の子どもを観察する視点を身に付ける必
要がある。朝の会で行う健康観察の際に単に遅刻・欠
席を管理するだけでなく，その日一日を元気に過ご
すことのできる状態なのか，普段の様子と比べなが
ら，顔色，表情，声の様子等に着眼してほしい。また，
健康観察は，朝の会だけでなく，日常生活のあらゆ
る場面で行っていくことが大切である。このことは，
本学の教育実習Ⅰの手引「（4）マネジメント力」の
中に ｢子どもたちの健康と安全を守ることは学校の
責務｣と明記されており具体的な例も示されている 7）。
にもかかわらず，実際には，具体的な学習指導や生
活指導の場面に意識が向きがちだが，その基盤とな
る健康の重要性にも気づいてほしい。
ろ）廊下でも，クラスでも，何かと共有
学校全体で子どもの健康状態を把握し適切に対応
するために，クラスや家庭での様子を，養護教諭や
他の教員とで共有することは欠かせない。
病院受診の結果と学校での配慮事項，家庭での様
子等保護者からの健康に関する情報を共有している。
教職員間での情報共有は重要であるが，一方では
他の子どもに不要な情報が漏れないような配慮も必
要である。
以上，い）ろ）で示したように子どもの実態を把
握し，教職員で連携することで，子どもの傷病等を
早期発見・早期対応することができる。また，子ど
もの健康・安全に配慮した教育を展開することがで
きる。加えて，万一の場合に対応できる備えも必要
であるが，い）ろ）の基本をまず押さえたい。
は）早寝早起き自己管理
子どもへの配慮同様に，実習生自身の健康管理の徹
底が求められる。学校生活では，感染症への配慮が
欠かせないため，自己の体調不良を把握し，実習を
休む判断・勇気も感染拡大防止と，子どもの健康を
守るために非常に大切なことである。実習生も，健
康な状態でなければ，充実した実習はできないと考
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える。このことも生涯にわたって，同様のことがいえ，
自らの健康に対する意識や行動が，子どもの教育に
影響を与えていることを理解してほしい。

Ⅴ　おわりに
今後 10年で 3割以上のベテラン教諭，養護教諭が
定年退職の時期を迎える今日 8），若手教員にはこれま
で以上の即戦力が求められる。養成段階で養護教諭
が学校保健活動を推進する中核的役割を担う力量を
育成することは一層の課題となり，教諭にもまた学
校保健を担っていく力量が求められる。そのために
も大学と附属学校園は連携・協力して養成にあたる
必要がある。
養護教諭も，次の世代を育てるという視点で積極的
に教育実習に関わっていく必要がある。実習生には，
教育実習で学校保健から教育活動を考える視点に気
づき，実習中に課題を見つけ，実習後の大学におけ
る学びや自主的な学びの中で学校保健に関する知識
を積み上げてほしいと願う。もちろん本来は，大学
における必修科目として学校保健が実施されること
が望ましい。しかしながら，現状では学校保健を必
修とする教員は，養護教諭並びに保健体育科を専修
とする教諭のみである。それならば，例えば，毎日，
新聞に目を通すようにすることや，社会の情勢等から
も，子どもの健康問題に関する事柄に敏感になるこ
とで，自らの意識を高め知識を増やすこともできる。
何もかも大学まかせ，実習まかせ，でなく実習等の
経験や学びの中で，「気づき」や「興味」を持つことで，
自ら学ぶことのできる姿勢を身に付けてほしい。

学校保健の遂行をあたり前のこととして，子ども
の健康と安全を支える教職員がますます増えること
を期待し，附属学校園の養護教諭として，実習生に
関わっていきたい。
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